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　熊本大学工学部は、250名におよぶ教職員と総勢2,500名を越

える学部学生が一体となって、日々活動しています。大学院を含

めた工学系の学生総数は、熊本大学全体の学生数の約３分の１に

も及びます。欧米はじめアジア諸国の数多くの主要大学と交流協

定も結んでいます。また、留学生の多くは工学系分野に所属して

います。

　工学部の教育では、各学科とも国際的な基準の教育プログラム

（JABEEやISOと呼ばれる）を進めています。「工学基礎教育」と「も

の作り創造融合工学教育」を両輪として工学の専門教育を積み上

げることで、感性豊かで、新しい価値を創造できる

工学技術者を育てたいと考えています。工学部は、

日本の将来を支えて世界を舞台に活躍する人の育成

を目標に掲げていますので、世界の人々とコミュニ

ケーションできるように、使える英語の教育や情報

技術（IT）教育、さらに工学倫理に関する教育にも力

を注いでいます。研究面においては、世界でただ一

つ、オンリーワンの研究を進める努力をしています。

工学部の研究成果は、国内外の学会などで日常的に

社会に発信する以外に、一昨年は東京で、昨年は関

西（大阪）で、そして本年は中国・上海でフォーラム

を開催し、世界へ向けて熊本大学工学部を知っても

らう努力を続けています。

　工学部は、在校生や卒業生が「誇れる大学」にす

るということを合い言葉に、教職員、卒業生、在学

生それに保護者の方々が一緒になって、教育、研究、

社会貢献を進めていくことを社会に対して宣言し、

約束してきました。平成18年度には、社会のニーズ

に柔軟に応え、専門性を強化するために、学科編成

（教育プログラム）の改革・刷新

も計画しています。そこで、本

特集では平成18年４月からの新

７学科（物質生命化学科、マテ

リアル工学科、機械システム工

学科、社会環境工学科、建築学科、

情報電気電子工学科、数理工学

科）の紹介をさせて頂きます。

　高い志と強い意志を持った受

験生の皆さんが工学部の仲間と

して参加してくださることを心

からお待ちしています。

　新学科及び受験に関する情報は、下記URLをご覧ください。

http://www.eng.kumamoto-u.ac.jp/exam/index.htm

特集・生まれ変わる熊本大学工学部！
－工学部は平成18年４月に学部改組を予定しています－

工学部長　物質・生命化学科教授　　谷口　功
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今
後
の

行
事
予
定
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電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
科
と
数
理
情

報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
は
、
平
成
十
八

年
四
月
、
情
報
電
気
電
子
工
学
科
（
定

員
一
五
三
名
）
と
し
て
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
十
年
、
数
理
情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科
は
、
情
報
系
講
座
を
増
設
す

る
と
と
も
に
工
学
部
・
教
養
部
の
数

学
系
を
併
合
し
た
利
点
を
生
か
し
て
、

数
理
に
強
い
情
報
技
術
者
の
育
成
に

主
眼
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
電
気
シ

ス
テ
ム
工
学
科
も
他
大
学
に
先
駆
け

て
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
教
育
研
究
の
充
実
に

努
力
を
重
ね
た
結
果
、
21
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
の
獲
得
や
学
生
の
高
い
就
職
率
な

ど
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
世
の
中
で
は
、
高
度
経

済
成
長
に
よ
り
、
人
々
の
社
会
的
価

値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

産
業
構
造
の
転
換
が
も
た
ら
さ
れ
、

さ
ら
に
高
齢
化
・
少
子
化
と
相
俟
っ

て
情
報
に
対
す
る
社
会
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
が
著
し
く
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

分
野
に
お
け
る
技
術
進
歩
に
伴
う
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発

達
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
ま
す
ま
す
進
化
す
る
社
会
の
高
度

情
報
化
・
電
子
化
を
支
え
る
基
盤
技

術
と
し
て
の
電
気
情
報
系
の
科
学
技

術
が
果
た
す
役
割
は
重
大
で
あ
り
、

こ
の
技
術
の
発
展
を
担
う
高
度
専
門

技
術
者
・
研
究
者
の
養
成
が
社
会
か

ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
趨
勢
を
踏
ま
え
て
、

電
気
系
と
情
報
系
が
発
展
的
に
再
融

合
す
る
こ
と
に
よ
り
、Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の

認
定
を
受
け
た
教
育
シ
ス
テ
ム
を

ベ
ー
ス
に
、
工
学
リ
テ
ラ
シ
ー
、
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
は
じ
め
確
固
と
し

た
専
門
基
礎
力
と
応
用
力
を
備
え
た

人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
世
界
的
研

究
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
学
部
に
所
属
し
て
い
た
教
員
ス

タ
ッ
フ
を
大
学
院
に
移
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
大
学
院
教
育
に
主
軸
を
置

い
て
学
部
教
育
を
見
直
す
こ
と
が
で

き
、
大
学
院
修
士
課
程
ま
で
の
６
年

間
を
念
頭
に
置
い
た
系
統
的
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
教
員
組
織
か
ら
独
立
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
工
学
教
育
に
関
す
る

今
後
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応

じ
て
柔
軟
に
教
育
組
織
を
新
設
改
編

で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
高
度
情
報
化
社
会
を

支
え
る
電
気
工
学
・
電
子
工
学
・
情
報

工
学
の
３
分
野
を
柱
に
、
コ
ー
ス
制

で
は
な
く
学
生
自
身
の
興
味
や
方
向

性
に
対
応
す
べ
く
多
様
な
履
修
分
野
・

モ
デ
ル
を
設
け
ま
す
。
　
低
学
年
で

は
、
導
入
基
礎
教
育
と
し
て
３
分
野

す
べ
て
の
基
礎
知
識
の
吸
収
や
ス
キ

ル
の
習
得
に
勉
め
て
も
ら
い
、
高
学

年
に
向
け
て
各
人
が
自
分
の
関
心
あ

る
分
野
を
絞
り
込
め
る
よ
う
に
選
択

科
目
群
を
系
統
的
に
充
実
さ
せ
て
専

門
深
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
、
高
等
学
校
教
諭

一
種
免
許
（
工
業
・
情
報
）
や
そ
の
他

の
学
科
資
格
に
つ
い
て
は
新
学
科
で

も
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
べ
く
現
在
申

請
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。
　

　
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
電

気
情
報
系
の
学
科
の
入
り
口
が
一
つ

と
な
り
分
か
り
易
く
な
っ
た
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
電
気

シ
ス
テ
ム
と
数
理
情
報
ど
ち
ら
が
自

分
の
適
性
に
合
っ
て
い
る
か
、
入
学

倍
率
は
ど
う
か
な
ど
、
学
科
選
択
時

に
頭
を
悩
ま
せ
る
必
要
は
な
く
な
り
、

情
報
・
電
気
・
電
子
分
野
に
興
味
を
持

ち
、
将
来
こ
の
分
野
で
活
躍
し
た
い

と
希
望
す
る
人
は
当
学
科
を
志
望
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
入
学
後
の
学
部

４
年
間
、
あ
る
い
は
大
学
院
ま
で
見

越
し
た
６
年
間
を
具
体
的
な
専
門
分

野
へ
進
む
た
め
の
熟
成
期
間
と
し
て

捉
え
、
じ
っ
く
り
考
え
自
己
研
鑽
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
我
々
が
で
き
る
産
業
界
を
含
む
社

会
へ
の
最
大
の
貢
献
は
、
し
っ
か
り

ボ
デ
ィ
を
鍛
え
た
学
生
を
送
り
出
す

こ
と
と
念
じ
て
、
教
職
員
一
同
は
今

後
も
将
来
飛
躍
す
る
こ
と
の
出
来
る

高
度
な
技
術
者
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。
是
非
と
も
熊
本

大
学
の
情
報
電
気
電
子
工
学
科
に
期

待
し
て
く
だ
さ
い
。

　
数
理
工
学
科
は
、
現
代
数
学
と
工

学
技
術
の
両
方
に
通
じ
た
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
平
成
18
年
４
月
か
ら

新
し
く
誕
生
し
ま
す
。

　
平
成
８
年
以
来
、
数
理
情
報
シ
ス

テ
ム
工
学
科
の
数
理
コ
ー
ス
で
は
数

学
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
み
数
理
に
強
い
人
材
を
、
情
報
関

連
産
業
、
金
融
経
済
関
連
産
業
、
医

療
製
薬
関
連
産
業
、
教
育
界
な
ど
の

各
方
面
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
社
会
は
高
度
に
情
報
化

し
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ

く
り
な
ど
の
産
業
構
造
や
経
済
構
造

が
急
速
に
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

数
学
に
通
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
他

の
分
野
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
の
出

来
る
能
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
暗

号
理
論
、
大
規
模
複
雑
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
数
理
計
画
、
乱
流
現
象
を
記

述
す
る
流
体
方
程
式
や
数
値
解
析
、

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
量
子
通
信
に

お
け
る
量
子
理
論
、
生
体
シ
ス
テ
ム

や
生
態
系
・
経
済
現
象
に
お
け
る
カ
オ

ス
解
析
・
ラ
ン
ダ
ム
解
析
な
ど
の
よ
う

に
数
理
と
工
学
技
術
の
両
方
に
通
じ

た
人
材
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

こ
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
が
強
く
社

会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
て
、
１

学
科
の
中
の
数
学
系
コ
ー
ス
と
し
て

の
数
理
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
数
理

コ
ー
ス
を
発
展
的
に
解
消
し
、
工
学

部
の
全
て
の
学
科
と
の
連
携
を
持
つ

学
科
と
し
て
数
理
工
学
科
を
新
し
く

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
特
色

は
、
数
理
工
学
科
の
学
生
は
い
ろ
い

ろ
な
学
科
の
講
義
科
目
を
選
択
的
に

修
得
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
各

学
科
の
専
門
科
目
を
テ
ー
マ
別
に
再

構
成
し
た
「
融
合
テ
ー
マ
工
学
科
目
」

の
中
か
ら
複
数
の
コ
ー
ス
を
選
択
履

修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
学
系
科
目

と
工
学
系
テ
ー
マ
科
目
の
関
連
性
を

相
補
い
強
化
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構

成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
高
校
数
学
の
教

員
免
許
取
得
に
必
要
な
数
学
の
授
業

科
目
が
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
実
務
応
用
能
力
の
高
い
高
校

数
学
教
員
の
養
成
を
も
目
指
し
て
「
高

等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
数
学
）」

の
課
程
認
定
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
受
験
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

志
望
学
部
・
学
科
を
決
め
る
際
に
は
そ

こ
を
卒
業
す
れ
ば
ど
う
い
う
方
面
に

進
め
る
の
か
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
数
理
工
学

科
は
、
数
学
と
工
学
技
術
の
両
方
に

通
じ
た
人
材
の
育
成
、
数
学
の
視
点

で
工
学
技
術
の
様
々
な
問
題
を
読
み

解
く
こ
と
の
出
来
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
数
理
工
学
科
で

身
に
つ
け
た
こ
と
に
は
い
ろ
い
ろ
な

部
門
で
役
に
立
つ
と
い
う
汎
用
性
が

あ
り
ま
す
。
先
に
掲
げ
ま
し
た
業
種

（
情
報
関
連
産
業
、
金
融
経
済
関
連
産

業
、
医
療
製
薬
関
連
産
業
、
教
育
界
）

に
限
ら
ず
建
築
、
土
木
、
化
学
関
連

等
の
業
種
に
お
い
て
も
、
活
躍
の
場

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
数
理
工
学
科
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
リ
シ
ー
（
ど
う
い
う
人
に
入
学
し
て

欲
し
い
か
と
い
う
方
針
や
考
え
方
）
と

し
て
次
の
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

■
基
礎
的
理
論
や
科
学
技
術
に
関
心

　
を
持
ち
、
積
極
的
か
つ
自
発
的
な

　
学
習
・
研
究
意
欲
を
有
し
て
い
る
人
。

■
現
代
社
会
の
抱
え
て
い
る
様
々
な

　
問
題
に
対
し
、
数
理
工
学
的
な
方

　
法
に
よ
る
問
題
解
決
能
力
を
に
つ
け
、

　
そ
れ
に
よ
り
社
会
に
貢
献
し
よ
う

　
と
考
え
て
い
る
人
。

■
数
学
が
好
き
で
、
数
学
の
関
連
す

　
る
事
柄
を
理
解
し
た
い
と
考
え
て

　
い
る
人
。

　
数
理
工
学
科
で
は
、
基
礎
学
力
を

し
っ
か
り
教
育
し
、
応
用
へ
の
能
力

が
身
に
付
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
是
非
と
も
、
新
設
の
数
理

工
学
科
に
ご
期
待
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

数
理
工
学
科
の
ご
紹
介

横
井
嘉
孝 

教
授
　

1月21日22日
センター試験

2月25日
入学者選抜個別学力検査（前期日程）※

3月12日
入学者選抜個別学力検査（後期日程）※

3月24日
卒業式

※熊本大学入試情報は、下記URLにてご覧頂けます。
http://www.kumamoto-u.ac.jp/contents/
admission/gakbnysi.htm

情
報
電
気
電
子
工
学
科
の
ご
紹
介

川
路
茂
保 

教
授
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●超電導列車
銅酸化物系の超電導体を液体窒素で冷やして小型のリニアモータ

ーカーを参加者の皆様に動かしてもらいました。（４名、知能生

産システム工学科マテリアル系）

●レーザーで金属板に名前を書いてみよう加工
金属板の上にレーザーで参加者皆様の名前を書いてキーホルダー

にする催しを行いました。（３名、知能生産システム工学科マテ

リアル系）

●材料で遊ぼう！
電子顕微鏡で金属のミクロの世界を覗いたり、アルミニウム金属

を実際に溶かして金型に流し込んで鋳造する体験展示を行いまし

た。（３名、知能生産システム工学科マテリアル系）

●光で動く液晶分子
液晶分子の配列を光で操作する実験を体験してもらいました。

（２名、物質生命化学科）

●よみがえれ！有明海・八代海
環境悪化に陥っている干潟を中心にした海の環境を回復・維持さ

せるための調査研究を紹介しました。（1名、環境システム工学科

土木環境系）

●流体力学の翼力に関する研究
風洞中に設置した翼が風を送ると揚力を得て浮上する様子を観察

してもらいました。（1名、知能生産システム工学科機械系）

●ロボット・センサー制御
ロボットの基本的な構成は、情報を取り込むセンサー部、動いた

り声を発するアクチュエータ部、そしてコンピュータなどを使っ

た制御部からできています。これらが、フィードバック制御とい

う原理に基づいて目的に応じた振舞いを作り出していることを、

実演を交えて解説しました。（1名、数理情報システム工学科）

●建築音響と感性
工学部音響実験室を舞台に、学生制作による「音声分析システ

ム」や「鉄筋でできた鉄琴」の公開を行いました。（1名、環境シ

ステム工学科建築系）

●音声合成と画像処理技術に触れてみよう
目でパソコンのカーソルを動かし、まばたきでパソコンのクリッ

クをするシステムの研究です。画像処理技術を使って、目でパソ

コンを操作するデモを体験してもらいました。（1名、電気システ

ム工学科）

●脳は口ほどにモノをいう
脳波で思っている事を伝える研究の展示です。複数ある画像のう

ち、どの画像を選択したかを、口頭ではなく、そのときの脳波を

記録・解析することによって他人に伝達しようという研究を体験

してもらいました。（1名、電気システム工学科）

●オープンキャンパスのイベントに父兄も参加出来ることをもっ

と広報した方がよいのではないでしょうか。（高校生のご父兄）

●サークル紹介もして欲しい。（高校生）

●もう少しスタンプラリーの景品を豪華にして欲しい。（高校生）

●案内板をもっと増やして欲しい。迷子になってしまいました。（高

校生）

●展示会場をもっと回りやすい配置にして欲しい。移動距離が長

すぎて疲れました。（高校生）

●外を歩いていて何処で何をやっているかという情報がもっとあ

っても良かったと思う。（高校生）

●授業の体験をしてみたいです。大学の先生に高校に来て頂いて

授業や講演会をしてもらいたいです。（高校生）

●学生の方が一生懸命だった。（大学教員）

ご指摘ありがとうございます。来年度のオープンキャンパスでは

より良い広報、より良い案内を心掛けたいと思います。

渡邉 純二、北園 芳人、緒方 公一、川原 顕磨呂、汐月 哲夫、大西 康伸、緒方 智成、神澤 龍市、井口 美由紀、西 岳彦、山崎 倫昭

編集委員会編集委員会

オープンキャンパスで一番印象に
残った展示は何でしたか？

高校生（15名、小林高校、宇土高校、熊本北高校、真和高校、

天草高校、大分県日田高校２名、宮崎県延岡高校、福岡県

嘉穂高校2名、鹿本高校、福岡県京都高校、済々黌高校2名、

東陵高校）、高等専門学校（1名、有明高等専門学校）、浪人

生（1名）、大学教員（1名）、その他（高校生ご父兄1名）。

ご協力誠にありがとうございました。

インタビューにお答え頂いた方々

次回オープンキャンパスへの要望が
有りましたらお聞かせ下さい。

●施設・設備が充実していて、研究するのに良い環境だった。とに

かく熊本大学に入学したいと思った。（高校生）

●色々な研究などを間近で見られて楽しかった。（高校生）

●かつカレーが美味かった。たこ焼きをもらった。（高校生）

●とても明るい雰囲気☆（浪人生）

●マテリアル系の超電導列車やお湯で溶ける金属などが特に楽し

かったです。トーク最高！（高校生）

●マテリアル系の学生の人達がすごく楽しかった。（高校生）

●ミクロの世界の展示で、金属だけではなくもっと色々なものを

見たかった。

●キレイだった、機械系のゴルフをしているロボットが面白かっ

た。（高校生）

●各学科によってどんな研究をしているのかわかったので良かっ

た。とても建物がキレイだった。これからの進路の決定のために

なったと思う。（高校生）

●大学の先生や学生さんは面白い人が多いと思った。個性的だっ

たし知識も豊富で楽しい時間が過ごせました。（高校生）

●熊本大学は大きいなあ．．．！と思いました。あと、研究内容が

すごく素晴らしいもので自分もこういう研究をしてみたいなと思

いました。（高校生）

●卒業研究のテーマがわかったので良かった（高専生）

●12階からの景色が最高でした。（高校生）

熊本大学の印象、オープンキャンパスの
感想をお聞かせ下さい。

熊
本
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

EventsEvents

　
２
０
０
５
年
８
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
生
を
中
心
に
19
名
の
皆
様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
来
年
度
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
行
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

VOICEVOICEVOICEVOICE

６熊本大学工学部ニュースレター「かけはし」No.11


	11-1.PDF
	11-2.PDF
	11-3.PDF
	11-4.PDF
	11-5.PDF
	11-6.PDF

